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　　　　　　住宅平面の新動向に関する一考察a　既存プランでの検証

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪教育大学　　　　岸本幸臣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸山手女子短大　○中西真弓

◆目的◆　本編では人気プランの考察から得られた平面構成上の諸要素と既存住宅平面と

の関連を、住宅の評価や住み方の側面から明らかにする、

◆方法◆　前編に同じ

◆結果◆　採取された住宅平面が住み方や住宅評価とどのように関わっているのかを考察

するには、住宅平面の類型化が不可欠である。しかし、採取図面は従来のプラン類型のス

タイルに馴染まなVS ものが多く、また公私室型等に代わる類型案もみあたらない。ところ

が、人気プラン分析で得られた平面構成の諸特性を用いることによって、住宅平面と住み

方や評価との関連を明らかにすることが一定の条件の中で可能となった、①住宅の評価と

の関わり　現住宅に対する満足度を総合評価で捉えると満足度a '一階和･洋室の構成の仕

方」「１階の動線処理のタイプ」あるいは「一、二階の居室の配列」といった居室の空間的特性

と密接な関わりを聯っていることが指摘できる、また、居室構成の諸特性は地域性や建築

年代との間にも一定の関連が認められ、時間的要素や都市的要素を含めて考察することの

必要性も指摘できた。②住み方との関わり　住み方と平面の関係を公*iの空間構成を例に

とってみると、公室と私室の接近度・分離度もまた、住宅平面の構成要素とI密接に開わっ

ていることが明らかになっti。③他の要素との関わり　人気プランに示された平面構成上

の諸特性は、多様な現実の住宅の間取りを類型化する要素として有効性を持っていること

が分かった。まfi .こうした諸特性が存在する背景を把握するために、居住者の住意識。・

住み方・家族特性等の諸側Sからも考察を加えてみfi 。

名古屋におけるマ･ンションのプラン特性（阪神地区との比較において）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜女大家政　○中野直代

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海の博物館　　　野呂純子

　目的　中京圖は京浜、阪神と並んで３大都市議と言われるが。住宅事情に関しては大き

な開きがある。民間分譲集合住宅（以下マンションと呼ぶ）についても同様であると考えら

れるが、本報告では中京‐の中心都市、名古屋市におけるマンションのプラン特性を把握

し、そのあり方を探る基本資科を得ることが目的である。

　方法　名古屋市IS区の中でマンション供給量が多く、地区特性の明確な中区（商業地区）

千種区(ft 宅･商業併存地E )天白区(住宅開発地区)について、昭和41年～SI年に分譲され

たマンションの1／5をランダムに抽出した91物件, SS2プランを調査対象とした。41年～45

年分は中日新聞広告欄から, 46年～6 1年分は広告代理店（株う創芸所有のリストおよびパン

フレットを使用した。なお、昭和61年に大阪市立大学梶浦研究室を中心に行われたｒ阪神

民間分譲マンション住戸プランの変化に関する研究」を比較資料とした。

　結果　1）―棟当り戸数49戸以下の物件が約80％を占め、住戸専有面積70～ao㎡‘と阪神地

区より約10 ㎡広く、関口奥行き比が低く、外開口部は多い。2 )阪神地区では２列型が主流

であるが、名古屋市では２列３段型についで３列３段型が多い。中区はその傾向を中心にｌ列～

６列まで幅広く分布し、千種区は３列以上が多く、天白区は２列型が多い。3）年代とともに、

一棟当り住戸数は減少、住棟別プラン率（プラン≪ ／住戸数) (*増加、列段型プラン数は減

少、間仕切りの位置によるタイプ数は阪神地区の1.5倍～2.5倍と多い。阪神収区より住戸

プランの微妙な多様化が進んでいる。t)名古屋市のマンションは戸数規模小、住戸専有面

積大、開口部大、平面プラン多様、居室重視の戸建て住宅志向を反映したものと言えよう。


